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p.227－1 日本と世界のエネルギー問題

●世界のエネルギー資源埋蔵量 

1970年代以降，エネルギー資源は発展途上国の

地域的偏在と枯渇問題により資源ナショナリズム

という考え方が主流を占めている。そのため，資

源を武器に国際紛争も起こった（中東戦争や湾岸

戦争）。
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